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❷2007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ

　３月７日の平成19年３月吉野川市
議会定例会開会日、川真田市長は、
平成18年度のこれまでの成果と平成
19年度の市政運営について、その所
信を表明し、市民の皆さんや市議会
に理解と協力を求めました。要旨は
次のとおりです。

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
か
ら

２
年
４
か
月
が
経
過
し
、
国
民
健

康
保
険
税
、
水
道
料
金
等
の
一
元

化
を
は
じ
め
、
各
種
補
助
金
の
調

整
を
行
い
、
行
財
政
改
革
の
面
で

は
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
天
寿
荘
」

の
民
設
民
営
化
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
よ
り
鴨
島
公
民
館
等

を
民
間
に
委
託
し
、
ま
た
市
の
行

政
体
制
に
お
い
て
も
、
部
課
の
統

廃
合
に
よ
り
企
画
財
政
部
を
廃
止

す
る
な
ど
ス
リ
ム
化
す
る
と
同
時

に
、
合
併
時
に
５
４
２
人
い
た
職

員
を
33
人
減
ら
し
、
来
る
４
月
１

日
に
は
５
０
９
人
と
す
る
な
ど
、

職
員
の
削
減
に
も
努
め
て
参
り
ま

し
た
。

◇
老
朽
化
し
た
教
育
施
設
へ
の
対

応
　

山
川
中
学
校
は
、
平
成
19
年
度

に
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
行
い
、

改
築
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
川
島
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
度
に
校
舎
の
整
備

が
完
了
し
、
平
成
19
年
度
は
、
体

育
館
建
設
の
実
施
設
計
に
取
り
か

か
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
平
成
19
年
度
当
初
予
算
で
、

設
計
委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
新
た
な
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

安
全
で
温
か
く
お
い
し
い
給
食
を

提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を

導
入
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
食

育
の
拠
点
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
「
吉
野
川
市
適
応
指
導
教
室
」

の
設
置

　

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
相
談
、

適
応
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
学

校
復
帰
と
社
会
的
自
立
を
支
援
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
教
育
相
談
を
充

実
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
と
い
じ
め
等
の
問
題
行
動
の
早

期
発
見
・
早
期
対
応
を
行
う
た
め
、

「
い
き
い
き
吉
野
川
っ
子
」
相

談
室
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

（
17
ペ
ー
ジ
参
照
）

◇
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

　

核
家
族
化
や
少
子
化
の
影
響
等

に
よ
り
地
域
の
中
で
孤
立
し
か
ね

な
い
親
子
が
、
気
軽
に
集
え
、
交

流
を
通
し
て
育
児
不
安
を
解
消
す

る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
平
成
19

年
度
か
ら「
つ
ど
い
の
広
場
事
業
」

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

昨
年
３
月
に
策
定
し
た
「
吉
野

川
市
地
域
防
災
計
画
」に
基
づ
き
、

特
に
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
力

町
村
合
併
に
伴
う
諸
課
題
と

ス
リ
ム
な
行
財
政
の
実
現

点
を
置
い
て
、
徳
島
中
央
広
域
連

合
消
防
本
部
、
本
市
消
防
団
、
徳

島
県
警
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を

強
化
し
な
が
ら
、
市
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
去
る
２
月
に
町
村

合
併
後
初
め
て
の
「
大
規
模
林
野

火
災
消
火
訓
練
」
を
行
い
、
３
月

25
日
に
は
、
国
、
県
、
自
衛
隊
な

ど
の
協
力
を
得
、「
吉
野
川
市
総

合
防
災
訓
練
」
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立

は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
平
成
19

年
度
は
組
織
率
１
０
０
％
を
め
ざ

し
つ
つ
、
備
品
の
配
備
や
、
防
災

訓
練
、
研
修
等
へ
の
支
援
も
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

市政の窓

安
全
で
安
心
な

　
　
　

ま
ち
づ
く
り

山川中学校

学校給食センター

日本消防協会より寄贈された消防二輪車（赤バイ）

人
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り



◇
下
水
道
整
備

　

川
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
、
今
月
31
日
に
供
用
を
開
始
し

ま
す
。平
成
19
年
度
に
つ
い
て
も
、

中
央
、
川
島
、
川
田
各
処
理
区
で

管
路
等
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
認
可
区
域
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
検
討
を
進
め
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
導
入
も
併
せ
て
、
汚
水
処

理
の
速
や
か
な
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

❸ 2007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ

　

地
域
の
産
業
振
興
施
策
と
し

て
、Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ナ
ス
等
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
、
イ
チ
ゴ
等
の
高
付
加
価
値
品

目
の
生
産
振
興
を
進
め
る
ほ
か
、

美
郷
地
域
で
、
薬
草
を
利
用
し
た

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
特
産
品
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
地
域
振
興
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
状
態
の
改
善
や

防
災
の
観
点
か
ら
、
川
田
川
に
架

か
る
中
央
橋
の
修
繕
に
着
手
す
る

川田川に架かる中央橋

川島浄化センター

い
き
い
き
と
し
た
利
便

性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

簡
素
で
効
率
的
な
行
財

政
基
盤
の
確
立

ほ
か
、
都
市
計
画
街
路
事
業
本
郷

春
日
免
線
に
お
い
て
も
、
県
道
西

麻
植
下
浦
線
か
ら
北
へ
約
１
７
０

メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
新
設
工
事
を

行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

◇
ご
み
問
題

　

現
在
、「
吉
野
川
市
の
ご
み
処

理
を
考
え
る
市
民
会
議
」
で
、
精

力
的
に
意
見
を
交
わ
し
、減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
等
に
関
し
て
実
情

に
応
じ
た
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
市
民
会
議
で
出
さ
れ

た
具
体
案
に
つ
い
て
、
広
報
誌
な

ど
を
通
し
て
市
民
へ
の
普
及
啓
発

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
一
つ
ひ
と
つ
実

行
に
移
し
、
ご
み
の
減
量
化
・
リ

サ
イ
ク
ル
の
拡
充
と
、
併
せ
て
ご

み
処
理
に
か
か
る
経
費
節
減
に
努

め
て
い
き
ま
す
。　

ナス選果作業

環
境
を
大
切
に
す
る

　
　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

本
庁
舎
方
式
へ
の
移
行
も
含
め

た
庁
舎
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
方
策
や
、
今
後
の
事
務
事

業
の
民
間
委
託
等
の
進
み
具
合
、

職
員
数
の
削
減
等
も
考
慮
し
て
、

庁
舎
の
必
要
規
模
な
ど
を
精
査

し
、
財
政
見
通
し
と
併
せ
て
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新聞紙は紙ひもで束ねてリサイクル

市役所



❹2007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ

歳入　174億3,154万3,000円予算総額174億円　前年対比5.9％減前年対比5.9％減

　

平
成
19
年
度
当
初
予
算
が
市
議
会
３
月
定
例
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
所
得
税
か
ら
個
人

住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
等
に
よ
り
、
各
種
歳
入
の
状

況
は
変
化
し
て
お
り
、
地
方
交
付
税
を
含
め
た
一
般

財
源
の
総
額
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
財
政
状
況
の
厳

し
さ
は
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
当
初
予
算
を
編
成
す
る

上
で
、
事
務
事
業
全
般
に
わ
た
り
前
例
を
踏
襲
す
る

こ
と
な
く
見
直
し
を
行
い
、
目
的
達
成
度
、
事
業
効

果
、
経
費
節
約
方
法
、
民
間
活
力
の
導
入
等
に
つ
い

て
徹
底
し
た
検
討
を
加
え
た
結
果
、
一
般
会
計
当
初

予
算
の
規
模
は
１
７
４
億
３
１
５
４
万
３
０
０
０
円

と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
る
と
金
額
に
し

て
11
億
１
２
５
万
１
０
０
０
円
、
率
に
し
て
5.9
％
減

の
緊
縮
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度　

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

市
に
入
っ
て
く
る
お
金
（
歳
入
）

　

市
に
入
っ
て
く
る
お
金
は
「
自

主
財
源
」
と
「
依
存
財
源
」
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
主
財

源
は
、
市
だ
け
で
ま
か
な
え
る
お

金
の
こ
と
で
、
歳
入
の
円
グ
ラ
フ

の
市
税
、そ
の
他
に
あ
た
る
部
分
、

繰
入
金
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

65
億
６
１
３
４
万
４
０
０
０

円
、
歳
入
総
額
の
37
・
６
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
一
見
多
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
う
ち
の
繰
入
金
13
億
円
は
、

財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
を
取

り
崩
し
た
金
額
で
、
実
質
的
な
自

主
財
源
は
、
52
億
６
１
３
４
万
４

０
０
０
円
、歳
入
総
額
の
30
・
２
％

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
対
し
、
依
存
財
源
は
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
の

こ
と
で
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県

支
出
金
、
市
債
な
ど
で
、
１
０
８

億
７
０
１
９
万
９
０
０
０
円
、
歳

入
総
額
の
62
・
４
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
頼
み
の
綱
の
地
方
交
付

税
も
、
国
が
作
成
し
た
、
平
成
19

年
度
の
地
方
財
政
全
体
の
収
支
見

込
み
で
あ
る
地
方
財
政
計
画
で
は

4.4
％
減
と
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

地
方
交
付
税
額
の
算
定
方
法
が
一

部
変
更
さ
れ
る
た
め
、
現
時
点
で

は
不
明
確
な
要
素
が
あ
り
楽
観
視

で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
市
の
借
金
に
あ
た
る
市

債
も
残
高
を
少
し
で
も
減
ら
し
て

い
く
た
め
、
償
還
額
（
こ
れ
ま
で

に
借
り
た
分
に
か
か
る
返
済
金
）

の
範
囲
内
で
借
り
入
れ
を
す
る
こ

と
と
し
、
今
年
度
は
、
山
川
中
学

校
の
校
舎
改
築
、
川
島
中
学
校
体

育
館
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
な

ど
に
係
る
設
計
費
用
の
ほ
か
、
市

の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
新
た
に
設
置
す
る
「
地

域
振
興
基
金
」
な
ど
の
財
源
と
し

て
総
額
16
億
４
７
０
万
円
の
市
債

の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

歳入

自主財源
37.6％

依存財源
62.4％

市税
41億8,127万5,000円
（24.0％）

その他
（分担金および負担金・
使用料および手数料・財
産収入・繰越金・諸収入）
10億8,006万9,000円
（6.2％）

繰入金
13億円
（7.4％）地方交付税

57億5,000万円
（33.0％）

地方譲与税・
各種交付金
9億3,889万円
（5.4％）

県支出金
10億9,223万円
（6.3％）

市債
16億470万円
（9.2％）

国庫支出金
14億8,437万9,000円
（8.5％）



❺ 2007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ

予算総額174億円　前年対比5.9％減予算総額174億円　

　

市
が
使
う
お
金
の
内
訳
は
、「
目

的
別
分
類
」
と
「
性
質
別
分
類
」

の
２
種
類
の
分
類
が
あ
り
ま
す
。

「
性
質
別
分
類
」
は
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
体
質
を
分
析
す
る

上
で
有
効
な
分
類
で
す
。
平
成
18

年
度
に
川
島
中
学
校
改
築
、
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備

事
業
、
山
川
環
境
セ
ン
タ
ー
解
体

工
事
な
ど
の
事
業
が
終
了
し
た
た

め
、
今
年
度
の
予
算
で
は
投
資
的

経
費
が
前
年
度
に
比
べ
約
16
億
６

０
０
０
万
円
、
退
職
し
た
職
員
数

に
対
し
採
用
職
員
数
を
抑
え
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
人
件
費
が
約
１
億

円
、
下
水
道
事
業
や
国
民
健
康
保

険
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
が
約
１
億
８
０
０
０
万
円

市
が
使
う
お
金
（
歳
出
）

減
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
児
童
手
当
の
制
度

改
正
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
扶
助
費

が
約
１
億
９
０
０
０
万
円
、
歳
入

で
も
ふ
れ
ま
し
た
が
新
た
に
「
地

域
振
興
基
金
」
を
設
置
す
る
た

め
、
積
立
金
が
約
５
億
円
増
え
た

ほ
か
、
一
部
事
務
組
合
等
へ
の
負

担
金
が
増
加
す
る
た
め
補
助
費
等

が
約
７
０
０
０
万
円
増
え
て
い
ま

す
。

歳出　174億3,154万3,000円

◆◇◆ 目的別に見た吉野川市の予算 ◆◇◆
市民１人当たりに使われるお金　合計額 375,122 円

※人口は、平成19年３月１日現在46,469人で換算

総務費

53,900円

土木費

36,481円

民生費

120,433円

消防費

15,977円

衛生費

36,318円

教育費

33,896円

農林水
産業費

17,350円

その他

60,767円

歳出

義務的経費
（53.3％）

その他
（39.8％）

投資的経費投資的経費
（6.96.9％）％）
投資的経費
（6.9％）

人件費
42億526万8,000円
（24.1％）

扶助費
26億7,454万5,000円
（15.3％）

公債費
24億1,435万1,000円
（13.9％）

投資的経費
12億1,036万5,000円
（6.9％）

物件費
22億641万2,000円
（12.7％）

維持補修費
1億3,036万3,000円
（0.8％）

補助費等
17億6,522万4,000円
（10.1％）

投資および出資金・
貸付金、積立金
5億1,078万8,000円
（2.9％）

繰出金
22億8,422万7,000円
（13.1％）

予備費
3,000万円（0.2％）
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改築された川島中学校校舎

　
【
教
育
環
境
整
備
事
業
】

　

優
し
さ
と
思
い
や
り
、
た
く
ま

し
さ
、
郷
土
へ
の
愛
着
心
を
は
ぐ

く
む
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
教
育

や
、
一
人
ひ
と
り
の
才
能
や
個
性

を
伸
ば
し
、
創
造
性
に
富
む
子
ど

も
の
育
成
を
め
ざ
し
、
健
全
か
つ

安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め

ま
す
。 平

成
19
年
度
当
初
予
算
の
重
点
項
目

○
山
川
中
学
校
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
３
２
８
万
円

○
川
島
中
学
校
体
育
館
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

８
３
６
万
円

○
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
８
０
０
万
円

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
７
万
円

○
教
育
施
設
耐
震
診
断
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
４
９
０
万
円

○
い
じ
め
・
不
登
校
等
相
談
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
１
万
円

○
幼
稚
園
預
か
り
保
育
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
９
万
円

○
外
国
語
指
導
助
手
招
致
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
５
４
４
万
円

　
【
地
域
振
興
事
業
】

　

環
境
、
景
観
、
地
域
の
特
性

な
ど
に
着
目
し
、
潤
い
に
満
ち
た

や
す
ら
ぎ
あ
る
生
活
空
間
を
整
備

し
、
人
に
優
し
く
潤
い
の
あ
る
ま昨年の国文祭プレイベント

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
域
振
興
基
金
造
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
億
円

○
巡
回
バ
ス
運
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
１
万
円

○
自
治
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
１
２
３
万
円

○
国
民
文
化
祭
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
７
万
円

○
森
林
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
３
３
３
万
円

○
商
工
業
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
１
８
２
万
円

○
観
光
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
７
８
７
万
円

○
体
育
振
興
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
７
０
４
万
円吉野川市リバーサイドハーフマラソン

　
【
行
政
体
制
強
化
事
業
】

　

市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
と
効

率
的
な
行
政
組
織
を
構
築
す
る
た

め
、
地
籍
情
報
管
理
や
指
定
管
理

者
制
度
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

○
地
籍
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業　
　
　
　
　

６
８
９
８
万
円

○
指
定
管
理
者
制
度
導
入
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
８
０
３
万
円４月から指定管理者制度を導入するアメニティセンター

　
【
防
災
対
策
事
業
】

　

防
災
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
南
海
・
東
南
海
地
震
に
備

え
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
等
に
努
め
ま
す
。

○
防
災
組
織
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
２
７
２
万
円

○
自
主
防
災
研
修
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

自主防災会での心肺蘇
そ

生
せい

法の訓練

【
少
子
高
齢
化
対
策
事
業
】

　

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
家
庭
や
地

域
の
中
で
安
全
に
す
く
す
く
育
つ

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
主
体
的
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

○
出
産
祝
金
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円

○
乳
幼
児
医
療
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
４
８
６
万
円

○
土
曜
保
育
・
延
長
保
育
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
３
４
４
万
円

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
２
１
５
万
円

○
敬
老
祝
賀
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
５
万
円



❼ 2007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ

　
【
保
健
福
祉
推
進
事
業
】

　

地
域
社
会
の
中
で
、
だ
れ
も
が

健
康
で
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
、

助
け
合
う
、
ふ
れ
あ
い
と
連
帯
感

あ
ふ
れ
る
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

健康フェアでの歯科検診

○
老
人
保
健
事
業

　
　
　
　
　

１
億
１
６
０
１
万
円

○
在
宅
老
人
福
祉
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
６
３
５
万
円

○
障
害
者
福
祉
対
策
事
業

　
　
　
　
　

６
億
３
５
５
３
万
円

○
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
対

策
事
業

　
　
　
　
　

１
億
７
８
０
９
万
円

○
母
子
保
健
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
０
４
４
万
円

　
【
環
境
対
策
推
進
事
業
】

　

地
域
の
環
境
づ
く
り
や
地
球
環

境
の
保
全
に
向
け
た
諸
施
策
を
推

進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
図

り
、
自
然
や
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

７
８
６
１
万
円

○
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
　

４
５
９
７
万
円

○
下
水
道
整
備
事
業
繰
出
金

　
　
　
　
　

８
億
４
７
７
２
万
円鴨島中央浄化センターの最終沈

ちん

澱
でん

池

　
【
生
活
基
盤
整
備
事
業
】

　

自
然
災
害
や
火
災
、
事
件
・
事

故
等
に
備
え
る
た
め
、
道
路
整
備

や
安
全
施
設
整
備
を
進
め
、
市
民

生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
、
快
適

性
に
重
点
を
置
い
た
都
市
基
盤
整

備
を
図
り
ま
す
。

平成18年度事業を行った西麻植第３団地

　

特
別
会
計
・
企
業
会
計

　

市
に
は
、一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特

定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た

め
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
一
般
会
計

と
は
別
に
特
別
会
計
と
い
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

以
外
に
、独
立
採
算
を
原
則
と
し
、

企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道
事
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

会　計　名 平成19年度予算額
国民健康保険特別会計 5,277,400
老人保健特別会計 5,031,412
介護保険特別会計 3,768,996
公共下水道事業特別会計 1,154,194
特定環境保全公共下水道事業特別会計 542,944
農業集落排水事業特別会計 191,381
公衆温泉浴場事業特別会計 35,744
簡易水道事業特別会計 83,519
川島財産区特別会計 600
地域支援事業特別会計 105,625

特別会計 （単位：千円）

会　計　名 平成19年度予算額

水道事業会計
収益的収入および支出

収入 566,159
支出 530,808

資本的収入および支出
収入 227,330
支出 486,737

企業会計 （単位：千円）

○
交
通
安
全
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

○
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
３
７
８
万
円

○
道
路
河
川
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　

５
億
８
５
３
０
万
円

○
市
営
住
宅
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
０
５
０
万
円

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

７
６
０
万
円



❽2007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

　

フ
ジ
バ
カ
マ

キ
ク
科

　

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
フ
ジ

バ
カ
マ
は
、
キ
ク
科
の
多
年
草
で

淡
い
紫
色
の
小
さ
な
花
が
枝
の
先

に
集
ま
る
よ
う
に
咲
き
ま
す
。
秋

の
七
草
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

『
萩
の
花　

尾
花
葛く
ず

花　

瞿な
で
し
こ麦
の

花　

女を
み
な
へ
し

郎
花　

ま
た
藤ふ
ぢ

袴ば
か
ま

　

朝
貌が

ほ

の
花
』（
山
上
憶
良
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
秋
の
野
原
に
咲
い
て
い
る
花
を

指
を
折
っ
て
数
え
て
み
る
と
七
種

類
の
花
が
あ
る
。
そ
の
七
種
の
花

と
い
う
の
は
、
萩
の
花
、
尾
花
、

葛
の
花
、
撫
子
の
花
、
女
郎
花
、

そ
れ
か
ら
藤
袴
、
朝
顔
の
花
で
あ

る
。」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

平
成
19
年
３
月
市
議
会
定
例
会

が
３
月
７
日
か
ら
27
日
ま
で
の
21

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
市
長

が
提
案
し
た
50
議
案
す
べ
て
が
原

案
ど
お
り
可
決
・
承
認
等
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。
ま
た
、
議
長
・
副
議
長
が

次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

　

条　

例

◇
吉
野
川
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
制
定

　

国
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画

基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

対
等
に
参
画
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
が
21
世
紀
の
最
重

要
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の

市
民
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
男
女
が
対

等
な
立
場
で
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

け
る
活
動
に
と
も
に
参
画
し
、
そ

の
利
益
を
享
受
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
条
例
を
新
た
に
定
め

る
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
特
別
職
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
19
年
４
月
分
か
ら
平
成
20

年
10
月
分
ま
で
、
市
長
等
の
給
料

月
額
を
次
の
割
合
を
乗
じ
得
た
額

を
減
じ
た
額
と
し
ま
す
。

①
市　

長　

１
０
０
分
の
15

②
副
市
長　

１
０
０
分
の
10

◇
吉
野
川
市
教
育
長
の
給
与
、
勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
19
年
４
月
分
か
ら
平
成
20

年
10
月
分
ま
で
、
教
育
長
の
給
料

月
額
を
次
の
割
合
を
乗
じ
得
た
額

を
減
じ
た
額
と
し
ま
す
。

①
教
育
長　

１
０
０
分
の
10

　

予　

算

◇
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
１
８
８

億
９
３
５
１
万
６
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

◇
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
６
件

◇
平
成
19
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
予
算

◇
平
成
19
年
度
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
４
〜

７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
整
備
計
画

◇
美
郷
（
城
戸
辺
地
・
田
平
辺
地
・

古
井
辺
地
）
山
川
（
皆
瀬
辺
地
・

楠
根
地
辺
地
）

○
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設　

現
在
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

交
換
局
か
ら
距
離
が
遠
い
た
め
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
光

ケ
ー
ブ
ル
網
を
整
備
し
、
デ
ジ
タ

ル
デ
バ
イ
ド（
情
報
格
差
）を
解
消

す
る
と
と
も
に
、
地
上
波
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
の
対
応
も
図
り
ま
す
。

◇
美
郷
（
田
平
辺
地
・
古
井
辺
地
）

山
川
（
楠
根
地
辺
地
）

○
市
道
の
改
修　

現
在
の
幅
員
は

狭
小
で
あ
り
交
通
に
不
便
を
き
た

し
て
い
る
の
で
、
幅
員
を
拡
幅
改

良
す
る
も
の
で
す
。

　

人
事

◇
副
市
長
を
選
任

高
橋
哲
郎
（
た
か
は
し
・
て
つ
ろ

う
）
氏
＝
50
歳
、
東
京
都

　

議　

長

藤
原
一
正
（
ふ
じ
わ
ら
・
か
ず
ま

さ
）
氏
＝
48
歳
、
山
川
町
川
田

　

副
議
長

後
藤
田
哲
夫
（
ご
と
う
だ
・
て
つ

お
）
氏
＝
57
歳
、
川
島
町
桒
村

　

高
橋
氏
は
、
昭
和
54
年
に
専
修

大
学
法
学
部
卒
業
。

　

平
成
元
年
に
旧
自
治
省
（
現

総
務
省
）
消
防
庁
特
殊
災
害
室
企

画
係
長
。
京
都
府
公
営
企
業
課
参

事
、
総
務
省
自
治
財
政
局
公
営
企

業
課
理
事
官
な
ど
を
経
て
平
成
18

年
４
月
か
ら
地
方
公
務
員
共
済
組

合
連
合
会
資
金
運
用
部
運
用
第
一

課
長
。



※小雨時は決行、荒天の場合は5月27日（日）に延期
　道路沿い、公園、河川敷などに捨てられたごみをなくすため、市内全域の大掃除を実施します。快適な
生活環境を保持するため、地域ぐるみで一斉に身の回りの環境美化を行いましょう。

「レッツ・クリーン」環境美化 統一実施日　5月13日（日）　午前8時～10時

「レッツ・クリーン週間（5月7日（月）～13日（日））」協力団体募集！

　レッツ・クリーン週間に清掃活動にご協力いただける団体やグループ、事業所を募集します。（期間は
多少前後しても構いません）
募集期間　4月9日（月）～27日（金）
申込書類　①計画書　②地図（清掃場所を記入ください）
実施方法　ごみの分け方　　配布する指定ごみ袋に分別して入れてください
　　　　　ごみの処理方法　①自己処理…収集日に指定場所に出してください
　　　　　　　　　　　　　②個別収集…集積場所を前もって届け出てください
　　　　　　　　　　　　　　　鴨島町→鴨島環境センター　　 5697
　　　　　　　　　　　　　　　川島町・山川町・美郷→西環境センター　　 5333
　　　　　　　　　　　　　③自己搬入…指定ごみ袋に入れ、持ち込み先に搬入してください。料金は免
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除になります。持ち込み先　　鴨島町→鴨島環境センター　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5697　川島町・山川町・美郷→川島リサイクルセンターまた
                                                      　は山川不燃物処理場　　 5333
申込方法　計画書をファクシミリまたはＥメールで同等の内容を環境衛生課にお送りください。計画書は
　　　　　市のホームページ（http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/）からダウンロードすることもで
　　　　　きます。
　　　　　　   市環境衛生課　　 2230　FAX　 2247　Ｅメール　kankyou@city.yoshinogawa.lg.jp

○24

○22 ○22

○24

○42

問い合わせ

 「レッツ・クリーン」環境美化参加計画書
実施団体／名　称

処理方法
①自己処理
②個別収集→※場所を指定してください。
③自己搬入 

実施日時　５月　　日（　）
排出日時　５月　　日（　）午前・午後

参加予定人数

いずれかに○をつけてください。

清掃場所・ごみの集積場所の地図を必ず添付してください。

所 在 地

連絡者名

電　　話

人 ごみ袋排出予定数 袋

 総合問い合わせ　市環境衛生課　　　　　　　　　　　　　　　
※4月27日（金）までに提出してください。

223022 224722ＦＡＸ

○42
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美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
開
催
中
の
３
月
４

日
、
美
郷
ふ
れ
あ
い
公
園
を
発
着

点
に
し
た「
梅
の
花
見
ウ
ォ
ー
ク
」

美
郷
で
花
見
ウ
ォ
ー
ク

家
族
連
れ
ら
８
６
０
人

が
梅
園
散
策
を
楽
し
む

梅の香りいっぱいの道を歩きました

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
満
開
の
梅

の
花
の
中
を
、
家
族
連
れ
な
ど
約

第
１
回
健
康
吉
野
川
２１

計
画
策
定
委
員
会
開
催

　

２
月
22
日
、
川
島
庁
舎
で
、
第

１
回
健
康
吉
野
川
21
計
画
策
定
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
市
民
が
健
康
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
す
た
め
、
総
合
的
な
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
方
策
を
検
討
し
、

健
康
吉
野
川
21
計
画
を
策
定
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
長
が
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

し
た
後
、
市
の
健
康
問
題
を
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
話
し
合
い
ま

し
た
。

　

妊
娠
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
に
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
や
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
個
人
や
家

族
、
地
域
、
行
政
等
が
取
り
組
め

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
た
く
さ
ん

の
意
見
が
出
さ
れ
、
全
ス
テ
ー
ジ

に
共
通
し
て
食
生
活
・
栄
養
の
問

題
、
喫
煙
の
問
題
、
心
の
健
康
づ

く
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
提
言

ワークショップ方式での話し合い

８
６
０
人
が
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。（
表
紙
写
真
）

　

参
加
者
は
３
㎞
か
ら
10
㎞
の
３

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発
し
ま
し

た
。
途
中
の
休
憩
所
で
は
ゆ
ず
湯

の
接
待
な
ど
も
あ
り
、
ぽ
か
ぽ
か

陽
気
の
中
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
歩
き
お
弁
当
を
広
げ
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
、
参
加
賞
と
し
て
美

郷
の
特
産
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
美
郷
の

春
を
満
喫
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

具
体
的
な
方
策
を
議
論
し
、
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
委
員
名
簿
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

委
員
長

川

井

晃

二

副
委
員
長

田

村

英

司

委

員

奥

本

博

子

〃

香

川

節

子

〃

寒

川

和

代

〃

木

村

長

年

〃

桒

原

千

鶴

〃

西

條

芳

恵

〃

杉

野

和

子

〃

田

中

俊

夫

〃

富

本

浩

明

〃

中

西

充

子

〃

藤

井

吉

信

〃

藤

川

昭

子

〃

松
村
美
智
子

〃

村
松  　

龍

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
！

川
田
西
小
学
校
で
感
謝
の
つ
ど
い

　

３
月
２
日
、
川
田
西
小

学
校
で
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
の
皆
さ
ん
に
一
年
間
の

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

「
感
謝
の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
田
西
幼
・
小
学
校
で

は
、
地
域
の
17
人
の
方
々

が
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と
し
て
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

出
席
さ
れ
た
13
人
の
方
に
、
学
年

ご
と
に
相
談
し
趣
向

を
凝
ら
し
て
作
っ
た

感
謝
状
や
メ
ダ
ル
を

お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
登
下
校
や

学
校
生
活
の
安
全
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

障害者自立支援
法研修会・映画
上映会開催

　

２
月
25
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、各
種
団
体
協
賛
の
も
と
、

障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
の

研
修
会
と
映
画
上
映
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
約
４
５

０
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
ホ
ー
ル

前
で
は
障
害
者
地
域
共
同
作
業
所

に
よ
る
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
県
中
央
福
祉
事

務
所
職
員
の
講
演
の
後
、
市
の
指

定
相
談
支
援
事
業
所
か
ら
相
談
支

援
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
日
本
の
ヘ
レ
ン
・

ケ
ラ
ー
」
と
称
さ
れ
た
山
口
県
在

住
の
盲
ろ
う
者
を
描
い
た
映
画
、

「
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
を
知
っ
て
い
ま

す
か
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
ホ
ー

ル
内
か
ら
は
、
涙
と
と
も
に
感
動

の
渦
が
巻
き
お
こ
り
ま
し
た
。

〜
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
〜

◇
い
ろ
い
ろ
な
人
の
協
力
で
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
分
が
見
え
て
く
る
。
役

に
た
て
る
事
が
自
然
に
お
互
い
の
生
き

る
力
に
な
る
と
思
う
。
す
べ
て
の
人
が

自
分
の
こ
と
も
相
手
の
こ
と
も
共
有
で

き
る
と
い
い
な
。

◇
障
害
者
自
立
支
援
法
が
あ
る
こ
と
を

は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
障
害
者
の
方

に
は
と
て
も
心
強
い
と
思
い
ま
す
。
私

も
何
か
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
お
友
達
、

そ
の
他
の
人
に
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一人ひとりに感謝の気持ちを贈りました

研修会の様子
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映
画
「
眉
山
」
ロ
ケ
地
に

記
念
プ
レ
ー
ト
を
設
置

　

５
月
12
日
に
全
国
公
開
さ
れ
る
映
画
「
眉

山
」
の
主
な
撮
影
地
に
、
記
念
プ
レ
ー
ト
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
眉
山
山
頂
の
展
望
台
、

新
町
川
水
際
公
園
、
南
内
町
演
舞
場
な
ど
県

内
12
か
所
で
す
。

阿波中央橋をくぐりぬけて

　

２
月
19
日
、
呉
郷
第
六
自
治
会

の
協
力
の
も
と
、
県
営
鴨
島
呉

郷
団
地
内
の
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

（
高
齢
者
世
話
付

き
住
宅
）
で
初
期

消
火
訓
練
と
避
難

訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

訓
練
で
は
実
際

に
非
常
ベ
ル
を
鳴

ら
し
、
１
１
９
番
通
報
を
行
う
本

番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
の
中
、
参

加
者
は
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
消
火
器
の
使
い
方
の
実
演
や

実
習
を
体
験
し
た
後
、
中
央
広
域

連
合
の
職
員
か
ら
日
ご
ろ
の
心
構

え
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
実
際
に
救

援
に
行
っ
た
と
き
の
様

子
を
ふ
ま
え
、
災
害
時

に
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
に
は
日
常
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、「
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た

め
に
一
人
ひ
と
り
が
蓄

え
を
も
つ
こ
と
、
常
に

地
域
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
助
け
合
え
る

環
境
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
」
が

重
要
だ
と
学
び
ま
し
た
。

春風の中を走り抜けた吉野川市リバーサイドハーフマラソン
　

３
月
４
日
、
鴨
島
運
動
場
を
発

着
点
と
し
、
吉
野
川
沿
い
の
堤
防

を
コ
ー
ス
と
し
た
第
６
回
吉
野
川

市
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
川
堤
防
沿
い
一
面
に
咲
い

た
菜
の
花
の
香
る
コ
ー
ス
を
、
小

学
生
か
ら
70
歳
代
ま
で
の
約
６
０

０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
駆
け
ぬ
け
ま

し
た
。

避
難
訓
練
in
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ

撮影の様子や撮影日が記された
プレート

　

吉
野
川
市
で
も
、
川
島
町
の
「
水
神
の

滝
」
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
縦
20
㎝
、
横

35
㎝
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
す
。
ぜ
ひ
一
度

訪
れ
て
、
映
画
の
一
場
面
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
記
念
写
真
な
ど
を
撮
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日ごろの取り組みの重要性につ
いて学ぶ

滝の見えるところに
設置されています

◆
入
賞
者
◆

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

男
子
16
〜
39
歳

１
位　

森
西　

正
典
（
阿
南
市
）

２
位　

山
花　

悟
朗
（
徳
島
市
）

３
位　

井
下　

昌
彦
（
三
好
市
）

４
位　

和
氣　

貴
之
（
三
好
市
）

５
位　

松
本　

泰
卓
（
三
好
市
）

６
位　

片
山　

裕
介
（
愛
媛
県
）

男
子
40
歳
以
上

１
位　

佐
竹
誠
二
郎
（
阿
南
市
）

２
位　

梅
基　
　

聡
（
大
阪
府
）

３
位　

向
井　

一
浩
（
松
茂
町
）

４
位　

下
木　
　

元
（
石
井
町
）

５
位　

北
村　

晃
章
（
吉
野
川
市
）

６
位　

結
城　

明
男
（
阿
南
市
）

女
子
16
〜
39
歳

１
位　

渡
部
あ
か
り
（
吉
野
川
市
）

２
位　

岩
佐　

尚
代
（
阿
波
市
）

３
位　

井
上
真
理
子
（
香
川
県
）

４
位　

前
田
さ
と
み
（
吉
野
川
市
）

５
位　

牧
野　

恭
子
（
小
松
島
市
）

６
位　

柴
崎　

絵
里
（
徳
島
市
）

女
子
40
歳
以
上

１
位　

鈴
木　

基
恵
（
徳
島
市
）

２
位　

泉　
　

節
子
（
松
茂
町
）

３
位　

中
山　

百
エ
（
小
松
島
市
）

４
位　

岡
島
賀
津
子
（
徳
島
市
）

５
位　

妹
尾　

房
子
（
徳
島
市
）

６
位　

新
居
ア
ユ
子
（
徳
島
市
）

　

10
㎞

男
子
16
〜
39
歳

１
位　

芝
山　

泰
三
（
阿
南
市
）

２
位　

田
渕　

勝
哉
（
鳴
門
市
）

３
位　

作
本　
　

匠
（
上
板
町
）

男
子
40
歳
以
上

１
位　

内
田　

栄
治
（
愛
媛
県
）

２
位　

田
中　

淳
介
（
香
川
県
）

３
位　

田
中　

正
博
（
大
阪
府
）

女
子
16
〜
39
歳

１
位　

伊
勢
奈
津
美
（
香
川
県
）

２
位　

中
原　

聖
羅
（
香
川
県
）

３
位　

矢
西　

千
鶴
（
吉
野
川
市
）

女
子
40
歳
以
上

１
位　

栗
林
美
津
枝
（
徳
島
市
）

２
位　

大
久
保
広
美
（
香
川
県
）

３
位　

原
田　

初
美
（
北
島
町
）

　

３
㎞

男
子
中
学
生

１
位　

大
西　
　

亮
（
小
松
島
市
）

２
位　

神
本　

篤
志
（
吉
野
川
市
）

３
位　

田
尾　

直
也
（
板
野
町
）

女
子
中
学
生

１
位　

滝
花　

美
咲
（
勝
浦
町
）

２
位　

正
木　
　

愛
（
吉
野
川
市
）

３
位　

西
岡　

由
衣
（
吉
野
川
市
）

男
子
小
学
生

１
位　

吉
田　

一
成（
佐
那
河
内
村
）

２
位　

宗
本　

和
基
（
吉
野
川
市
）

３
位　

田
中　

智
之
（
香
川
県
）

女
子
小
学
生

１
位　

川
内　

理
江
（
神
山
町
）

２
位　

蓮
池　

春
佳
（
吉
野
川
市
）

３
位　

阿
利　

星
香
（
吉
野
川
市
）

鴨島運動場をスタート！
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人
権
と
ぴ
っ
く
す

「
は
ば
た
け　

鴨
島
っ
子
」

―
鴨
島
幼
稚
園
―

　

鴨
島
幼
稚
園
で
は
、
家
庭
、
鴨

島
小
学
校
、
地
域
の
方
々
と
連
携

し
な
が
ら
人
権
教
育
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

園
の
人
権
教
育
目
標
は
、「
幼

児
一
人
ひ
と
り
に
自
分
の
大
切
さ

と
と
も
に
友
達
を
大
切
に
す
る
温

か
い
心
や
、正
し
い
も
の
の
見
方
・

考
え
方
の
で
き
る
土
台
を
は
ぐ
く

ん
で
い
く
」
こ
と
で
す
。

　

今
年
度
は
、
絵
本
の
魅
力
を
再

認
識
で
き
る
「
絵
本
っ
て
楽
し
い

な
」
の
演
題
で
講
演
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
親
子
で
絵
本
に
親
し
む

こ
と
で
「
自
分
は
大
切
に
さ
れ
て

い
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
自
尊
感
情

を
は
ぐ
く
む
こ
と
と
併
せ
て
想
像

力
を
育
て
ま
す
。

　

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

　

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

　

人
権
教
育
に
お
い
て
想
像
力
を

は
ぐ
く
む
こ
と
は
、
想
像
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
た
り
、
共
感
し
た
り
す
る

こ
と
の
で
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
こ

と
だ
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
そ
の

方
策
の
一
つ
と
し
て
、
家
庭
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
読
書
活
動
に
力

を
い
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
園
で
は
祖
父
母
の
方
や

地
域
の
高
齢
者
の
方
々
と
の
温
か

い
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。
交
流

を
通
し
て
感
謝
の
心
、
思
い
や
り

の
心
な
ど
、
人
と
か
か
わ
る
力
を

は
ぐ
く
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

２
月
に
は
、
鴨
島
小
学
校
と
合

同
で
実
施
す
る
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

年
長
児
は
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
て

ぶ
く
ろ
」、
年
少
児
は
「
紙
芝
居

と
手
話
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
生

命
の
大
切
さ
や
友
達
を
思
い
や
り

な
が
ら
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
幼
児
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
豊
か
な

人
権
感
覚
や
生
き
る
力
の
基
礎
を

は
ぐ
く
む
保
育
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

人権フェスティバルでの取り組み

　

吉
野
川
市
で
は
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
そ
の
取

り
組
み
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

市
が
独
自
の
条
例
を
制
定
す

る
の
は
、
市
、
市
民
、
事
業
者

の
そ
れ
ぞ
れ
が
男
女
共
同
参
画
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
責
務
を
自

覚
し
、
一
体
と
な
っ
て
行
動
し
て

い
く
た
め
で
す
。
男
女
が
平
等
で

暮
ら
し
や

す
い
吉
野

川
市
に
し

て
い
き
ま

し
ょ
う
。

市
秘
書
企
画
課

☎
㉒
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
「
吉
野
川
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
」
を
制
定

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

　

条
例
で
は
、
次
の
６
つ
の
事
項

を
基
本
理
念
と
し
て
定
め
て
い
ま

す
。
こ
の
理
念
を
基
に
し
て
男
女

共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
骨
子
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１　

男
女
の
人
権
の
尊
重

　
「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」
と

い
う
理
由
で
差
別
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

２　

社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は

慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮

　

性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担

に
と
ら
わ
れ
ず
、
男
女
が
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

３　

政
策
等
の
立
案
お
よ
び
決
定

へ
の
共
同
参
画

　

男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
方
針
の
立
案
や
決
定
に
参
画
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４　

家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と

他
の
活
動
と
の
両
立

　

男
女
が
互
い
に
協
力
し
、
家
庭

や
地
域
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

５　

男
女
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康

の
確
保
に
つ
い
て
の
配
慮

　

男
女
の
身
体
的
特
徴
を
理
解
し
、

妊
娠
、
出
産
な
ど
に
関
し
て
互
い

の
意
思
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

６　

国
際
的
協
調

　

国
際
的
な
取
り
組
み
と
連
携
・

協
力
し
て
、
男
女
共
同
参
画
を
推

進
し
ま
し
ょ
う
。

６
つ
の
基
本
理
念

問
い
合
わ
せ
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松
まつしま

島　日
ひ で こ

出子

　

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

怪
傑　

講
師
団
活
躍
中

講
師
団
紹
介
⑱

講
演
テ
ー
マ

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
!!
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

川
島
町
在
住
。
障
害
者
問
題
か

ら
、
薬
物
乱
用
防
止
、
男
女
共
同

参
画
な
ど
な
ど
、
何
で
も
ご
ざ
れ

の
チ
ョ
ッ
ピ
リ
辛
口
な
講
演
は
定

評
あ
り
。「
一
度
く
ら
い
大
丈
夫
」

が
人
格
破
壊
に
つ
な
が
る
怖
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
。「
女
で
あ
る
前
に
、

男
で
あ
る
前
に
人
間
で
あ
れ
。
当

た
り
前
で
は
絶
対
ダ
メ
。」
と
、
鉄

人
お
ば
さ
ん
の
語
気
が
高
ま
る
。

　
「
日
は
ま
た
昇
る
」
の
言
葉
に

は
必
ず
や
り
直
し
が
き
く
と
太
陽

の
母
の
心
が
こ
も
る
。

　

日
出
ず
る
国
へ
招
待
し
ま
す
。

市
人
権
課　
　
　

☎
㉒
２
２
２
９

問
い
合
わ
せ
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国
民
年
金
は
20
歳
以
上
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
学
生
で
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
学
生
に
は
、
本
人
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
は
毎
年
度
申
請
が

必
要
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
忘
れ
ず
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
対
象
と
な
る
学
生

　

大
学
（
大
学
院
）・
短
大
・
高

等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
知
事
の

認
可
を
受
け
て
い
る
学
校
で
修
業

年
限
が
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）

に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
２
）
２
８
０
０

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

問
い
合
わ
せ

で
、
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
１

１
８
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

■
手
続
き
の
方
法

　

在
学
証
明
ま
た
は
学
生
証
の
写

し
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
（
ス
タ
ン

プ
印
は
不
可
）
を
持
参
の
上
、
市

国
保
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
ま

た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故

に
あ
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金

ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
学
生

納
付
特
例
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
に
は
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
追
納
制
度

　

承
認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と

き
に
比
べ
、
納
付
特
例
が
承
認
さ

れ
た
期
間
の
分
受
け
取
る
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険

料
を
納
付
で
き
る
追
納
制
度
が
あ

り
ま
す
。

※
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期

間
に
応
じ
て
政
令
で
定
め
ら
れ
た

額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存

知
で
す
か
？

　

年
金
手
帳
・
年
金
証
書
を
ご
持

参
の
上
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人

の
署
名
・
な
つ
印
の
あ
る
委
任
状

が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
だ
よ
り

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
に

よ
る
巡
回
年
金
相
談

と
き　

５
月
１
日
㈫
・
６
月
５
日

㈫
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
／
午
後

１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
相
談
室

※
７
月
以
降
の
巡
回
年
金
相
談
の

開
設
は
未
定
で
す
。
徳
島
北
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
連
絡
が
あ
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
み
を
考
え
る
！

ご
み
処
理
施
設
の
現
地
調
査

　

１
月
22
日
と
２
月
27
日
、「
吉

野
川
市
の
ご
み
処
理
を
考
え
る
市

民
会
議
」
委
員
が
、
ご
み
処
理

の
現
状
を
把
握
し
理
解
す
る
た
め

に
、
ご
み
処
理
施
設
の
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
視
察
や
研
修
、
研
究
を

重
ね
、
市
民
会
議
で
の
議
論
や
検

討
を
い
っ
そ
う
深
め
て
い
き
ま
す
。

吉
野
川
市
の
ご
み
処
理
施
設
と

行
っ
て
い
る
処
理
の
概
要

鴨
島
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　

鴨
島
町
内
の
不
燃
ご
み
、
粗
大

ご
み
、
焼
却
灰
等
を
埋
め
立
て
処

分
し
て
い
ま
す
。

鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

　

鴨
島
町
内
の
可
燃
ご
み
を
焼
却

処
理
し
て
い
ま
す
。

鴨
島
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

鴨
島
町
内
の
資
源
ご
み
を
選
別

し
、
圧
縮
処
理
等
に
よ
っ
て
再
資

源
化
し
て
い
ま
す
。

川
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

川
島
町
内
の
複

※

合
ご
み
、
粗
大

ご
み
、
資
源
ご
み
を
破
砕
、
圧
縮

処
理
等
し
、
再
資
源
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
有
害
ご
み
（
主
に
蛍
光

管
）
を
一
時
保
管
し
て
い
ま
す
。

山
川
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
場

　

山
川
町
内
の
資
源
ご
み
の
内
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
ビ
ン
類
を
選
別

し
、
一
時
保
管
し
て
い
ま
す
。

山
川
不
燃
物
処
理
場

　

山
川
町
内
で
発
生
し
た
複

※

合
ご

み
、
粗
大
ご
み
、
資
源
ご
み
を
選

別
し
、
圧
縮
処
理
等
に
よ
っ
て
再

資
源
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有

害
ご
み
（
主
に
乾
電
池
）
を
一
時

保
管
し
て
い
ま
す
。

中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
（
中
央

広
域
環
境
施
設
組
合
）

　

阿
波
市
吉
野
町
に
あ
り
、
２
市

２
町
（
吉
野
川
市
、
阿
波
市
、
上

板
町
、
板
野
町
）
で
発
生
し
た
ご

み
を
処
理
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

川
島
町
、
山
川
町
、
美
郷
地
区
の

可
燃
ご
み
が
こ
こ
に
搬
入
さ
れ
、

「
熱
分
解
ガ
ス
化
溶
融
方
式
」
で

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
複
合
ご
み
…
日
用
品
な
ど
の

不
用
品
で
、
金
属
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
ガ
ラ
ス
な
ど
異
な
る
材
質
の

部
品
、
部
材
で
組
み
立
て
ら
れ
て

い
て
、
容
易
に
解
体
、
分
別
が
で

き
な
い
も
の
。

鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー☎

㉔
５
６
９
７

問
い
合
わ
せ



15 2007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。



問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
介
護
障
害
課　

障
害
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
３

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

162007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ

　

４
月
１
日
か
ら
、
水
道
の
再
開

栓
手
数
料
が
４
０
０
０
円
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
期
間
使
用
し
な
い
と
き
は
、

使
用
中
止
届
け
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
使
用
を
再
開

す
る
と
き
に
再
開
栓
手
数
料
（
４

０
０
０
円
）
と
申
請
手
数
料
（
５

０
０
円
）
が
必
要
で
す
。
届
け
出

は
、
水
道
課
（
山
川
庁
舎
２
階
）

ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・
川

島
・
美
郷
）で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

市
水
道
課　
　

  

☎
42
３
１
９
９

水
道
の
再
開
栓
手
数
料

が
変
わ
り
ま
し
た

情
報
広
場 

お
知
ら
せ 

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

心
身
な
ど
に
障
害
の
あ
る
方
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
税
等
に
つ
い

て
は
、
申
請
に
よ
り
一
台
に
限
り

減
免
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
一
定

障
害
者
自
立
支
援
法
の

主
な
ポ
イ
ン
ト

①
障
害
の
種
類
（
身
体
障
害
・
知

的
障
害
・
精
神
障
害
）
に
か
か
わ

ら
ず
、
種
類
を
超
え
た
共
通
の
仕

組
み
と
な
り
、
障
害
の
あ
る
人
が

農
地
の
貸
し
借
り
を
希

望
さ
れ
る
方
へ

の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
ま

す
）

　

平
成
19
年
度
の
減
免
申
請
は

５
月
24
日
㈭
ま
で
に
税
務
課
（
市

役
所
１
階
）
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
降
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
は
印
鑑
・
免
許
証
・
車

検
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
が

必
要
で
す
。
本
人
運
転
・
家
族
運

転
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類
が
異
な

り
ま
す
。

　

本
人
運
転
の
場
合
は
、
車
両
が

変
更
に
な
る
と
再
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
家
族
運
転
は
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。

市
税
務
課

課
税
第
２
係

☎
㉒
２
２
１
５

必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
一

元
化
、
施
設
・
事
業
を
再
編
し
、

地
域
で
の
自
立
と
安
心
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

②
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
に
応
じ
、

原
則
と
し
て
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
１
割
を
利
用
料
と
し
て
負
担
。

た
だ
し
、
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
、
所
得
に
応
じ
て
支

払
う
費
用
の
上
限
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
利
用
者
に
よ
っ
て
は
、

負
担
を
軽
減
す
る
減
免
制
度
が
あ

り
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
の
仕
組

み
を
透
明
化
、
明
確
化
す
る
た
め

二
次
判
定
の
た
め
の
審
査
会
を
設

置
し
、
障
害
程
度
区
分
を
決
定
し

ま
す
。
区
分
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

④
障
害
者
自
立
支
援
法
に
定
め
る

サ
ー
ビ
ス
等
の
必
要
量
を
見
込
む

と
と
も
に
、
そ
の
提
供
体
制
の
確

保
の
た
め
の
方
策
を
定
め
る
障
害

福
祉
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

⑤
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
は
別

に
、
地
域
や
利
用
者
の
実
情
に
応

じ
て
市
町
村
と
都
道
府
県
が
協
力

し
て
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
に
お

け
る
生
活
を
支
え
る
地
域
生
活
支

援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

利
用
権
設
定
は
、
農
業
者
の
農

地
の
効
率
的
な
利
用
を
図
り
、
安

心
し
て
貸
し
借
り
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　

設
定
さ
れ
た
利
用
権
は
、
定
め

ら
れ
た
期
間
（
１
年
単
位
）
が
く

れ
ば
、
特
に
手
続
き
を
と
ら
な
く

て
も
自
動
的
に
終
了
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
耕
作
権
が
発
生
し
た

り
離
作
料
が
必
要
に
な
っ
た
り
せ

ず
、
農
地
を
一
度
貸
し
た
ら
返
っ

て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
心
配
が

な
い
た
め
、
安
心
し
て
農
地
を
貸

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

〈
新
規
〉
新
規
に
農
地
の
利
用
権

設
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
２
階
）

に
備
え
付
け
の
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
更
新
〉
本
年
前
期
で
期
間
満
了

と
な
り
、
引
き
続
き
農
地
の
利
用

権
を
継
続
す
る
方
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
か
ら
通
知
し
た
申
出
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
権
を
更
新
し
な
い
場
合

は
、
契
約
者
は
早
め
に
相
手
方
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間　

４
月
25
日
㈬
ま

で
（
土
・
日
を
除
く
）

市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉒
２
２
２
７

農
業
委
員
会
だ
よ
り

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

事業名 事　　業　　内　　容 利用者負担額

相談支援事業
障害者や障害児の保護者からのさまざまな相談に応じ、必要な情
報の提供、権利擁護のための必要な援助、自立した日常生活また
は社会生活を営むことができるよう支援します。

無料

コミュニケーション
支援事業

聴覚障害者等のため、意思の伝達に支援が必要な障害者
等に、手話通訳・要約筆記者を派遣します。 無料

移動支援事業
屋外での移動に困難がある視覚障害者・児、全身性障害者・児ま
たは知的障害者・児もしくは精神障害者に外出時の円滑な移動を支
援します。重度障害者等のための移動支援事業（無料）もあります。

原則として
サービス費用
の１割

日中一時支援事業 日中の一時的な見守りを必要とする障害児・知的障害者
に対し、活動の場を提供し、家族の就労支援等を図ります。

原則としてサー
ビス費用の１割

日常生活用具給付
等事業

障害者等に、補装具以外の機器で、自立生活支援用具等
の日常生活用具を給付または貸与します。 原則として１割

問
い
合
わ
せ

●
主
な
地
域
生
活
支
援
事
業

◆
管
理
課
と
工
事
検
査
室
が
統
合
し
監
理
課
に
◆

４
月
か
ら
管
理
課
と
工
事
検
査
室
が
統
合
し
、監
理
課
と
な
り
ま
し
た
。

　

  　

問
い
合
わ
せ　

監
理
課（
市
役
所
２
階
）  

☎
㉒
２
２
５
２　

℻  
㉒
２
２
３
９



問
い
合
わ
せ

　

学
校
と
家
庭
の
間
の
パ
イ
プ
役

と
な
り
、
子
ど
も
の
自
立
を
支
援

し
ま
す
。

対
象　

吉
野
川
市
立
小
学
校
ま
た

は
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生

徒
の
う
ち
、「
登
校
し
た
い
、
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
思
っ
て

い
て
も
、
で
き
に
く
い
子
ど
も
た

ち
（
不
登
校
児
童
生
徒
）
を
対
象

と
し
ま
す
。

所
在
地　

山
川
庁
舎
３
階

利
用
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
（
土
・
日
・
祝
日

等
は
休
み
）

活
動
内
容　

創
作
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
交
流
活
動
、
調
理
実
習
、

教
科
学
習
な
ど

申
し
込
み　

在
籍
し
て
い
る
学
校

に
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

つ
つ
じ
学
級　

  

☎
42
４
１
２
７

17 2007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ

不
登
校
適
応
指
導
教
室

「
つ
つ
じ
学
級
」

広
報
を
つ
づ
る
バ
イ
ン
ダ
ー

ごみの処理にはルールがあります。不法投棄はやめましょう。

相
談 

い
き
い
き
吉
野
川
っ
子
相
談
室

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
悩
み

や
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
対
象　

吉
野
川
市
内
に
在
住

す
る
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
な
ら
び
に
教

職
員
を
対
象
と
し
ま
す
。

相
談
内
容　

①
い
じ
め
に
関
す
る

こ
と
②
不
登
校
に
関
す
る
こ
と
③

友
人
に
関
す
る
こ
と
④
進
路
に
関

す
る
こ
と
⑤
家
庭
教
育
に
関
す
る

こ
と
⑥
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
⑦

そ
の
他
（
教
育
全
般
）

所
在
地　

山
川
庁
舎
３
階

相
談
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
は
休
み
）

申
込
方
法　

①
電
話
に
よ
る
相
談

②
電
話
に
よ
る
来
室
の
予
約
③
学

校
を
通
じ
て
の
予
約

相
談
方
法　

面
接
、
ま
た
電
話
で

相
談
内
容
を
把
握
し
、
必
要
と
思

わ
れ
る
適
正
な
処
置
・
連
絡
・
調

整
・
援
助
・
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
費
用　

無
料

い
き
い
き
吉
野
川
っ
子
相
談
室

☎
42
４
１
２
７

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）

　

た
と
え

親
し
い
間

柄
で
あ
っ

て
も
、
暴

力
は
決
し

て
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子

さ
ん
に
と
っ
て
も
悪
い
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
に
は
、
身
体
的
暴
力
だ
け

で
な
く
、
精
神
的
・
経
済
的
・
性

的
な
こ
と
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
は
振
る
う
側
が
悪
い
の
で

す
。
あ
な
た
の
我
慢
や
努
力
で
治

ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ

と
り
で
苦
し
ま
な
い
で
、
勇
気
を

出
し
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

市
子
ど
も
相
談
室
☎
㉕
６
６
１
８

県
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
８
１
１
０

 

（
年
末
年
始
を
除
く
、
毎
日
午
前

９
時
〜
午
後
10
時
）

県
警
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
５
３
）
９
１
１
０

 
（
24
時
間
対
応
）

昨
年
度
、お
配
り
し
た
広
報
を
つ
づ
る
バ
イ
ン
ダ
ー
に
在
庫
が
あ
り
ま
す
。秘
書
企
画
課（
市
役
所
３
階
）、支
所
地
域
課（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、ご
入
り
用
の
方
は
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　　

問
い
合
わ
せ　

市
秘
書
企
画
課　

☎
㉒
２
２
２
１

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

平成19年度自衛官等募集案内
募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

大
卒
等

幹
部
候
補
生

一般
・
技術

　20 歳以上 26 歳未満の方（22 歳未満の方は大卒（見込み含む））
［大学院修了学位取得者（海上技術幹部候補生志願者は、理工
学修士学位取得者に限る）と自衛官は 28 歳未満］ ４月１日（日）

 ～５月11日（金）

５月19日（土）
　・20日（日）

歯科
・
薬剤

　専門の大学卒（見込み含む）20 歳以上 30 歳未満の方（薬剤
は 26 歳未満の方（薬剤修士学位取得者は 28 歳未満）） ５月19日（土）

※詳しくは、自衛隊鴨島地域事務所（☎㉔7008）まで、お早めにお問い合わせください。

高
齢
者
の

交
通
事
故
が

急
増
し
て

い
ま
す
！

　

今
年
の
交
通
事
故
死
者
の
８
割

以
上
が
高
齢
者
で
す
。
夜
間
に
歩

い
た
り
自
転
車
に
乗
っ
た
り
し
て

の
幹
線
道
路
横
断
中
に
、
た
く
さ

ん
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

①
危
険
な
場
所
の
安
全
確
認
の
仕

方
、
無
理
な
横
断
の
危
険
性
を
具

体
的
に
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
道
路
を
一
人
で
通
行
す
る
の

が
危
な
い
と
思
わ
れ
る
方
の
外
出

は
、
必
ず
付
き
添
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

③
夜
間
や
天
候
の
悪
い
日
の
外
出

は
な
る
べ
く
控
え
る
よ
う
に
指
導

し
て
く
だ
さ
い
。

④
ど
う
し
て
も
夜
間
に
外
出
す
る

場
合
は
、
明
る
い
服
装
、
反
射
材

の
着
用
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
車
に
乗
る
と
き
は
、
後
部
座
席

も
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く

着
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

※
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
運
転

が
危
険
と
思
わ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
制

度
も
あ
り
ま
す
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

家
族
の
方
に
お
願
い
し
ま
す



問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
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保
健
所
で
は
、
相
談
な
ど
の
業

務
を
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
一
般
健
康
診
断
、
Ｃ
型
肝
炎
検

査
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
陽
性
献
血
者

相
談
、
禁
煙
相
談
（
予
約
制
）

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
11
時

◆
腸
内
細
菌
検
査
（
検
便
）

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
（
原
則
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◆
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

◆
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
窓
口
（
予
約

制
）

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

午
前
11
時
〜
正
午

◆
親
と
子
の
心
の
健
康
相
談
（
小

児
科
医
に
よ
る
相
談　

予
約
制
）

毎
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
（
４
・
８
・
12

月
は
除
く
）

◆
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談
（
予

約
制
）

偶
数
月
の
第
３
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
け
付
け

◆
断
酒
会
例
会

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

保
健
所
の
行
う
相
談

問
い
合
わ
せ

巡
回
職
業
相
談

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

４
月
16
日
㈪
、
5
月
7
日

㈪
・
21
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

４
月
11
日
㈬
、5
月
9
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

催
し 

連
絡
先

第
93
回
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト

と
き　

４
月
22
日
㈰
午
前
11
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

o
jim
a/m
achicon/

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

募
集 

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り 

と
き　

５
月
20
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分　
　

開
場

　
　
　

午
後
２
時　
　
　
　

開
演

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

一
般　
　

２
５
０
０
円

　
　
　

高
校
生
以
下
１
５
０
０
円

主
催　

ジ
ョ
ー
カ
ー
ズ
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

後
援　

市
教
育
委
員
会
、
鴨
島
公

民
館
、
吉
野
川
青
年
会
議
所　

ほ

か
青
木
純
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ

リ
サ
イ
タ
ル
'07

〒
７
７
６‒

０
０
１
１　

鴨
島
町

鴨
島
甲
１
番
地

鴨
島
公
民
館　
　

☎
㉔
５
１
１
１

　
　
　
　
　
　

℻  
㉔
５
１
１
３

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

午
後
６
時
〜
８
時

◆
精
神
保
健
福
祉
相
談（
予
約
制
）

毎
週
金
曜
日　

午
後
２
時
〜
４
時

※
吉
野
川
保
健
所
は
敷
地
内
禁
煙

で
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉
野
川
保
健
所  

☎
㉔
１
１
１
４

成
人
式
実
行
委
員
会

委
員
募
集

　

吉
野
川
市
で
は
、
平
成
19
年
度

の
成
人
式
を
中
心
に
な
っ
て
企

画
・
運
営
す
る
実
行
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

新
成
人
の
代
表
と
し
て
、
成
人

式
実
行
委
員
に
な
っ
て
み
よ
う
と

思
わ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

募
集
人
員　

10
人
程
度 

対
象
者　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜

昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

成
人
式
実
行
委
員
会
の
会
議
（
５

回
程
度
開
催
予
定
）
に
参
加
で
き

る
方

募
集
期
間　

５
月
１
日
㈫
〜
31
日

㈭市
生
涯
学
習
課　
☎
42
４
１
１
５

江
川
今
昔
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

あ
な
た
の
心
に
残
る
「
江
川
」

の
写
真
。
昔
の
江
川
、
今
の
江
川

の
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

募
集
期
間　

８
月
31
日
㈮
ま
で

応
募
方
法　

写
真
の
裏
に
①
撮
影

年
月
②
氏
名
③
住
所
④
電
話
番
号

を
記
入
し
鴨
島
公
民
館
へ
持
参
、

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
写

真
サ
イ
ズ
は
自
由
）

※
作
品
は
主
催
者
に
お
い
て
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ

レ
ン
ド

　
「
こ
ん
な
話
を
し
て
み
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　

登
録
会
員
募
集

　

あ
な
た
の
体
験
・
経
験
を
通
じ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
話
し
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

愛
犬
の
美
容
、
自
慢
料
理
の
作
り

方
、
認
知
症
の
家
族
の
世
話
、
花
の

育
て
方
、私
の
提
案
す
る
街
づ
く
り
、

知
っ
て
得
す
る
情
報
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。
お
話

し
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
６
月
以

降
に
計
画
的
に
作
り
ま
す
。



● 問い合わせ　市健康推進課（川島庁舎1階）　　○25 6615 ●

● 問い合わせ　市健康推進課（川島庁舎1階）　　○25 6615 ●

生後3か月～6か月未満

Ⅰ期：生後12か月～24か月未満

Ⅱ期：5歳以上7歳未満（就学前１年間）

Ⅰ期：生後3か月～90か月未満

Ⅱ期：小学校6年生

現在、接種勧奨が中止されています。再開時期が決ま
りましたら個人通知等でお知らせします。

B C G

麻しん風しん混合（MR）

三種混合（DPT）

二種混合（DT）

日本脳炎

年間を通して
行っています

個
別
接
種

集
団
接
種

ポ リ オ 生後3か月～90か月未満

①7月9日（月）・10日（火）・11日（水）・12日（木）・13日（金）
②11月26日（月）・27日（火）・28日（水）・29日（木）・30日（金）
③3月21日（金）・24日（月）・25日（火）・26日（水）・27日（木）

吉野川市の母子保健事業吉野川市の母子保健事業吉野川市の母子保健事業吉野川市の母子保健事業

妊婦一般健康診査
　4月1日以降に市に妊娠届け
を出された妊婦さんに、県
内の医療機関で5回健診が受
けられる受診票を健康推進
課または支所地域課（鴨島・
山川・美郷）で交付します。

育児教室
　ぽかぽかくらぶ（川島地区）、
たんぽぽ教室（美郷・山川地
区）、よちよちひろば（鴨島
地区）など。

乳児一般健康診査
　1歳までに県内の医療機関で2
回健診が受けられる受診票を交
付します。赤ちゃんが生まれた
ら、健康推進課または支所地域
課（鴨島・山川・美郷）で申請
してください。 このほかにもいろいろあります！

お気軽にお問い合わせください

◆接種を受ける際は、市からの通知、予診票、母子手帳を必ず持参してください。母子手帳がないと、接種を受けることがで
きません。
◆個人負担はありません。無料で接種を行います。
◆かかりつけ医が吉野川市外にあり、そちらでの接種を希望される方は、かかりつけ医とご相談の上、接種を受けてください。
◆対象の方には個人通知します。なお、通知は実施期間の初日に対象年齢に達している方に送りますので、期間の途中で対
象年齢に達する方で、接種を希望される場合はご相談ください。

◆転入された方（再転入を含む）は、予防接種台帳に登録する必要がありますので、かならず予防接種の記録を健康推進課に
届け出てください。（すべて未接種または接種済みの場合でも届け出をしてください）
◆受ける時期や間隔等、予防接種についてわかりにくい点がありましたら、健康推進課までお気軽にお問い合わせください。

マタニティ教室（川島庁舎）
◆パパママ編
妊娠中の健康な過ごし方、妊娠
中の栄養、お産の準備・呼吸法
など

◆ベビー編
赤ちゃんのもく浴（実習）、赤ち
ゃんのこと、母子保健に関する
制度など

子どもの健診（川島庁舎）
　股関節脱臼検診、4か月児健診、
9か月児健診、1歳6か月児健診、
3歳6か月児健診など。
　※対象者には個人通知します

相　談
　電話相談や、のびのび相談
（予約制）があります。
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　平成19年度の年間健診日程および各種健診の料金は、広報よしのがわ2月号（Vol.29）に掲載しています。各種健診は、
それぞれ年に１回だけ受診できますので、計画を立てて健診を受けましょう。

　基本健康診査の受診を希望される方へ

　3月下旬に、平成18年度に基本健康診査を受診した方と、平成19年度中に40歳になる方に、基本健診受診券（桃色）をお
送りしました。その他の方で、受診を希望される方は、受診券をお送りしますので、健康推進課にお申し込みください。こ
の受診券は、基本健康診査を受診する際にご使用いただく券ですので、紛失しないよう大切に保管してください。
　集団健診（総合健診）で、基本健康診査を受診される方は別途申し込みが必要となりますので、必ず申込期間中にお申し込
みください。 ※対象者、健診料金等は、広報よしのがわ2月号（Vol.29）20ページの表でご確認ください。

健　診　項　目

基 本 健 康 診 査

肝 炎 ウ イ ル ス 検 査

成人歯科(歯周疾患)検診

子 宮 が ん 検 診

健 診 日

実 施 場 所

申 込 締 切

5月10日（木）

鴨島公民館

4月26日（木）

5月23日（水）

川島公民館

5月9日（水）

5月30日（水）

山川公民館

5月16日（水）

受　　診　　方　　法

基本健診受診券（桃色）の裏面の問診票に必要事項を記入の上、受診してください。
受診券が届いていない方、紛失された方は健康推進課にご連絡ください。

過去に肝炎ウイルス検査を受けていない方で、検査を希望する方は、基本健診受診時に
医療機関の受け付けで申し出てください。

歯科検診受診券(白色)の裏面の問診票に必要事項を記入の上、受診してください。

20歳以上で受診を希望する方は、健康推進課へお申し込みください。受診券をお送りします。

実施期間：4月11日(水)～6月30日(土) ※診療時間内に受診してください。
実施場所：市内指定医療機関(広報よしのがわ2月号に掲載しています)

基本健康診査は、循環器疾患や糖尿病、肝
臓病、腎臓病、貧血などの早期発見に役立
ちますが、大切なことは、健診結果を自分
の生活に照らして、食習慣や運動習慣を見
直し、改善していくことです。喫煙は、が
んだけでなく循環器にも影響を及ぼすこと
が知られています。
健診を禁煙や減煙について考えるきっかけ
にしてみませんか？

基本健康診査、肝炎ウイルス検査、前立腺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診
※胃がん検診は、申込者が多数の場合、人数制限を設けることがあります。

子宮がん検診、骨粗しょう症検診（手の骨のレントゲン撮影）、乳がん（マンモグラフィ併
用）・甲状腺検診　　　※乳がん検診は１日60人までの人数制限があります。

午前の健診の受付時間
午前9時～11時

午後の健診の受付時間
午後１時～2時

申し込みされた方に、受診券等をお送りします。　※乳がん（マンモグラフィ併用）・甲状腺検診は2年に１回受診できます。

医療機関健診（基本健康診査・歯科検診・子宮がん検診）

集団健診（総合健診）

● 問い合わせ・申し込み　市健康推進課（川島庁舎1階）　　○25 6615 ●

H18年度　健診受診結果からみた喫煙者割合比較（65歳未満男性）

平成18年度 基本健診受診者の喫煙状況（男性）平成18年度 基本健診受診者の喫煙状況（男性）
男性受診者（65歳未満）の健診結果と喫煙の関係を比較してみると、
喫煙がメタボリックシンドロームにも影響を及ぼしていることがわ
かります。

異常なし

29% 38% 41% 47%

高血圧者
腹囲と高血圧
有 所 見 者

タバコを吸う
人 の 割 合

メタボリックシン
ドローム該当者

男性の健診受診者3,059人のうち、721人
が喫煙していました。
65歳未満の男性に焦点を当てて、喫煙と健診
結果を比較したところ、タバコを吸う人に異
常所見が多いという結果がでました。
ちなみに女性の喫煙は、健診受診女性5,618
人中166人で、喫煙者の割合は3％でした。

※メタボリックシンドローム該当者：内臓脂肪の蓄積（腹囲
　男性が85cm以上・女性90cm以上）に加え、血清脂
質異常と高血圧、高血糖のうち2つ以上該当した人。
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4月・5月の介護予防教室

4月・5月の健康づくり教室（40歳以上65歳未満の方対象）

（65歳以上の方対象）

●問い合わせ　市地域福祉課　　○25 6627

●問い合わせ　市健康推進課　　○25 6615

時　　間
　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：00～11：00
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
13：30～14：30

日
11
17
18
19
20
23
25

27

曜日
水
火
水
木
金
月
水

金

場　　　所
川島公民館近久分館
城戸下浦高開集落センター
中古井広域集落センター
こだま会館
忌部農業構造改善センター
知恵島老人憩の家
川島公民館敷地分館
鍛冶屋敷公会堂
上谷集落センター

地区
川 島
美 郷
美 郷
川 島
山 川
鴨 島
川 島
川 島
美 郷

内　　容　

介 護 予 防 体 操

口 腔（こうくう）ケア

介 護 予 防 体 操
栄 養 改 善 講 座

健
康
チ
ェ
ッ
ク

4
　
　
　
月

時　　間
　9：30～10：30
　9：00～10：00
13：30～14：30
　9：00～10：00
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：00～10：00

日

1

8

9
10
11

曜日

火

火

水
木
金

場　　　所
川島公民館神後分館
川島公民館二ツ森分館
川島公民館
川島公民館学西分館
牛島集会所
川島公民館近久分館
川島公民館久保田分館
東児島老人憩の家

地区
川 島
川 島
川 島
川 島
鴨 島
川 島
川 島
川 島

内　　容　

介 護 予 防 体 操

介 護 予 防 体 操

介 護 予 防 体 操

健
康
チ
ェ
ッ
ク

5
　
　
　
月

時　　間
　9：30～11：00
10：00～11：00
13：30～14：30

日
12
20
23

曜日
木
金
月

場　　　所
中部農業構造改善センター
西麻植会館
上浦地区公民館

地区
山 川
鴨 島
鴨 島

内　　容

健康相談・体脂肪率測定

4
　
月

時　　間
　9：30～11：00
10：00～11：00
10：00～11：00

日
1
2
11

曜日
火
水
金

場　　　所
山瀬地区公民館
飯尾敷地地区公民館
喜来老人憩の家

地区
山 川
鴨 島
鴨 島

内　　容

健康相談・体脂肪率測定

5
　
月

＊健康づくりの方法は一人ひとり違います。健康づくりの第1歩はご自分のからだを知ることから始まります。健康づくり教室に参加して
ご自分にあった方法を一緒に見つけていきましょう。各地区でプログラムを組んで実施していますのでお気軽にご参加ください。

健康づくり教室にご参加ください！健康づくり教室にご参加ください！ 健康づくり教室では,毎回の健康チェック・健康講話に加え、栄養講
話・運動教室・体脂肪測定のいずれかを組み合わせて実施します。

●健康チェック（毎回）
　血圧測定　尿検査

●健康講話
　保健師が生活習慣病予防
についてのお話をします。

＋

○栄養講話（年1回）
　栄養士が生活習慣病予防についてのお話をします。

○運動教室（年1回）
　理学療法士による個別相談や貯筋体操などの実技指導が受けられ
ます。腰痛や膝痛でお悩みの方、効果的な体操の仕方を知りたい方
は、お気軽にご参加ください。

○体脂肪測定（年2回）
　見た目には分からない体の中の脂肪量・水分量等を測定します。
はだしで測定します。

21 2007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ



222007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ

　

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）　

☎
㉔
５
１
１
１

　

山
川
図
書
館　
　

☎
42
５
２
２
２

　

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
43
２
８
１
１

　

川
島
図
書
館　
　

☎
㉕
３
１
４
１

　

４
月
か
ら
新
し
い
学
校
や
職
場

で
の
新
生
活
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
く
新
し
い
環
境
に
慣
れ
て
、
よ

い
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

　

４
月
か
ら
も
各
図
書
館
・
室
で

は
、
お
は
な
し
会
や
映
画
会
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
る
図
書
館
・
室
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
ま
で
図
書
館
・
室
に
来
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
方
も
、
一
度
来

て
み
て
く
だ
さ
い
。
本
と
の
出
会

い
が
待
っ
て
い
ま
す
。

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室

の
新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や

リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogaw
a.lg.jp/ilisw

ing/w
e/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日
／
４
月
13
日
㈮
・
20
日
㈮
・
27
日
㈮
、

５
月
11
日
㈮
・
18
日
㈮
・
25
日
㈮

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
だ
よ
り 

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
４
、
５
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
４
月
27
日
㈮
、５
月
31
日
㈭
）

◆
お
は
な
し
会

４
月
14
日
㈯
、
５
月
12
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

４
月
21
日
㈯
、
５
月
19
日
㈯
の
午

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
４
、
５
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本
室

／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝

居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
夜
は
短
し
歩
け
よ
乙
女
』

　
　
　
　
　
　

森
見
登
美
彦　

著

『
老
醜
の
記
』　　
　

勝
目
梓　

著

『
キ
ラ
ラ
、
探
偵
す
。』

　
　
　
　
　
　
　

竹
本
健
治　

著

『
人
生
の
疑
問
に
答
え
ま
す
』

　
　
　
　
　
　
　

養
老
孟
司　

著

『
元
刑
事
が
明
か
す
警
察
ウ
ラ
の
掟
』

　
　
　
　
　
　
　
　

北
芝
健　

著

『
定
番
お
そ
う
ざ
い
た
ま
ご
料
理
』

　
　
　
　
　
　
　

暮
し
の
手
帖
社

『
ぼ
く
と
わ
た
し
の
お
弁
当
』

　
　
　
　
　
　
　

赤
堀
博
美　

著

『
逃
亡
日
記
』　

吾
妻
ひ
で
お　

著

『
は
じ
め
て
の
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
』

　
　
　
　
　
　
　

山
田
泰
幸　

著

『
妻
の
口
一
度
貼
り
た
い
ガ
ム
テ
ー

プ
』　　

 

綾
小
路
き
み
ま
ろ　

著

『
凶
殺
の
掟
』　　

広
山
義
慶　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
４
、
５
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
４
月
30
日
㈪
、５
月
31
日
㈭
）

◆
か
え
で
読
書
会
例
会
（
奇
数
月

第
２
木
曜
日
）

後
１
時
30
分
か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
４
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

５
月
10
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
／
図
書
館
２
階

◆
川
村
泰
史
写
真
展
「
麻
植
の
農

業
Ⅱ
〜
養
蚕
の
現
在
〜
」

５
月
７
日
㈪
〜
27
日
㈰
／
図
書
館

ロ
ビ
ー

室
し
ま
す
）

◆
４
、
５
月
の
休
室
日　

木
曜
日

『
父
・
藤
沢
周
平
と
の
暮
し
』

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
展
子　

著

『
む
か
つ
く
二
人
』

　
　
　
　
　
　
　

三
谷
幸
喜　

著

『
子
育
て
マ
ン
ガ
「
心
の
基
地
」
は

お
か
あ
さ
ん
』　　
平
井
信
義　

著

『
植
物
診
断
室
』　

星
野
智
幸　

著

『
あ
な
た
が
、
い
な
か
っ
た
、
あ

な
た
』　　
　

 

平
野
啓
一
郎　

著

『
手
作
り
ガ
ー
デ
ン
Ｖ
ｏ
ｌ
．
６
』

　
　
　
　
　

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社　

著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
風
の
館
の
物
語
１
』

　
　
　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ　

著

『
ぞ
う
の
オ
リ
バ
ー
』

　
　
　
　
　
　

シ
ド
・
ホ
フ　

著

『
悪
霊
は
ふ
り
む
か
な
い
』

　
　
　
　
　
　
　

木
暮
正
夫　

著

『
ぽ
ん
ぽ
こ
ト
リ
オ
と
お
へ
そ
の

し
ま
』　　
　
　

 

深
見
春
夫　

著

『
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
な
か
ま

が
い
っ
ぱ
い
』　　
　
　

 

小
学
館

『
し
あ
わ
せ
の
王
子
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
シ
ャ
ボ
ン
ダ

マ
ン
』　　

 

や
な
せ
た
か
し　

著

『
ハ
エ
く
ん
』　　

グ
ス
テ
ィ　

著

『
１
ね
ん
１
く
み
１
ば
ん
あ
っ
た

か
〜
い
！
』

後
藤
竜
二　

著

〜
が
ん
ば
れ
新
一
年
生
〜

新
小
学
１
年
生
に
お
す
す
め
の
本
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や
っ
て
み
よ
う

鴨
島
東
中
学
校　

中
村　

早
希

や
っ
て
み
な
く
ち
ゃ　

わ
か
ら
な
い
か
ら

知
っ
て
い
る
だ
け
じ
ゃ　

お
も
し
ろ
く
な
い
か
ら

わ
か
る
人
に
な
り
た
い
か
ら

や
っ
て
み
よ
う

先
生
に
言
わ
れ
る
か
ら
じ
ゃ
な
く
て

自
分
か
ら
進
ん
で

ち
ょ
っ
と
で
も
多
く

や
っ
て
み
よ
う

や
っ
て
み
な
く
ち
ゃ　

わ
か
ら
な
い
か
ら

（
阿
波
・
麻
植
中
学
生
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
第
50
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuseic

enter/
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

青
少
年
育
成
補
導 

　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
新
し

い
学
校
や
学
年
で
新
学
期
を
元
気

に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
度
を
自
ら
の
目
標
に
向
か
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
ト
ラ
イ
す

る
学
年
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

２
月
10
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ

ル
鴨
島
で
、
鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
結
成
40
周
年
記
念
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
記
念
事
業

と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
へ
青
色
回
転

灯
を
装
着
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
車
１

台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
当
セ
ン
タ
ー
の
青
色
回

転
灯
を
装
着
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
車

が
２
台
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の

下
校
を
見
守
る
「
安
全
・
安
心
パ

ト
ロ
ー
ル
」
や
街
頭
補
導
等
の
２

方
面
で
の
同
時
展
開
が
可
能
と
な

り
、
よ
り
有
効
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会

員
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

２
月
10
日
、
平
成
18
年
徳
島
県

青
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会
総
会

と
、
研
修
大
会
が
鴨
島
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
の
中
で
は
、
ヤ
ン
キ
ー

先
生
と
し
て
知
ら
れ
、
内
閣
府
官

房
教
育
再
生
会
議
担
当
室
長
の
義

家
弘
介
さ
ん
を
招
き
、「
夢
は
逃
げ

て
い
か
な
い
」
と
題
し
た
講
演
が

あ
り
、
会
場
は
８
０
０
人
を
超
す

聴
衆
で
超
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
家
さ
ん
は
、
自
ら
の
生
い
立

ち
や
、
交
通
事
故
で
生
死
の
境
を

さ
ま
よ
っ
た
と
き
、
恩
師
が
駆
け

鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
公
用
車
寄
贈

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災

1
月 2件

累
計 2件

救急出動

1
月130件

累
計130件

〈人  権  相  談〉
４月12日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
４月17日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎会議室
５月10日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
５月15日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎会議室

〈行  政  相  談〉
４月12日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室
４月19日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎会議室
５月１日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
５月７日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎会議室
５月10日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
４月20日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室
５月18日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室

本 

ヤ
ン
キ
ー
先
生
熱
く
語
る

義家さんからいただいた色紙

つ
け
「
あ
な
た
は
私
の
夢
な
ん
だ

か
ら
」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
こ
と

な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
育
て
る
っ
て
何
だ

ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
聞
く
・

聴
く
、
伝
え
る
、
学
ぶ
の
３
つ
の

要
素
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
夢
は
逃
げ
て
い
か
な
い
、
自

分
が
夢
か
ら
逃
げ
て
い
く
の
だ
」

と
い
う
結
び
の
言
葉
で
は
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
大
会
は
「
青
少
年
を

は
ぐ
く
む
町
づ
く
り
事
業
」
を
兼

ね
、
徳
島
県
の
委
託
事
業
と
し
て

当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、市
教
育
委
員
会
、鴨
島
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
の
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成19年３月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）

　計　　46,469人　 （－  4）

　男　　22,109人　 （－  9）

　女　　24,360人　 （＋  5）

世帯数　17,031世帯 （＋ 17）

※ 65歳以上人口

　　　計 12,764人　男 5,226人　女 7,538人

336人 （－10）

59人 （－  1）

277人 （－  9）

319世帯 （－  9）



242007年（平成19年）4月11日

広報よしのがわ

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
4

2007年（
平
成
19年

）4月
号

通
巻
31号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
秘
書
企
画
課

〒
776-8611  徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TE
L 0883-22-2221　

FA
X
 0883-22-2244　

U
R
L  http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E
-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

4 5・ 月
休日･夜間在宅当番医表

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの 2チャンネルでも放送してい
　ます。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。　 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 4月 5月

高橋皮膚科クリニック 24－5122 11 23

島 野 外 科 内 科 25－3060 12 24

工 藤 内 科 医 院 42－3113 13 21

井 内 内 科 24－3070 14 22

糸田川クリニック 24－7555 ⑮
杏 和 医 院 22－0333 16 25

中西内科クリニック 42－6755 17 26

タ ナ カ 医 院 22－1800 18 28

鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 19 29

いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 20 31

リバーサイドクリニック岡田 24－8884 21 30

梶本胃腸科内科 24－2413 ㉒
石原内科循環器科 24－2536 23

グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 24

森 住 内 科 医 院 22－3010 25

医　院　名 電話番号 4月 5月

麻名内科外科クリニック 26－0020 26

山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 27

さ く ら 診 療 所 42－5520 28

和田耳鼻咽喉科 24－2566 ㉙
石 原 小 児 科 24－2388 ㉚
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 1

三木リハビリテーション病院 42－6616 2

大 久 保 診 療 所 24－1703 ③
糸 田 川 眼 科 24－2531 ④
古 本 胃 腸 科 24－7377 ⑤
後 藤 田 外 科 24－2720 ⑥
松 永 医 院 42－2110 7

杉 山 医 院 25－2802 8

矢 田 医 院 25－2006 9

木村内科胃腸科 24－6413 10

医　院　名 電話番号 4月 5月

谷 医 院 42－2353 11

筒井クリニック 24－3300 12

美 摩 病 院 24－2957 ⑬
鈴木内科（敷地） 24－5880 14

阿 部 整 形 外 科 24－4880 15

鈴木内科（喜来） 24－3413 16

鴨 島 病 院 24－6565 17

岸 整 形 外 科 25－3133 18

富 本 医 院 42－3123 19

渡 辺 医 院 24－7177 ⑳
四 宮 医 院 25－2016 ㉗
【小児救急医療体制】 日曜日の9時～18
時、小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院　　　　　　　☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）　☎365151



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /GothicBBBPro-Medium
    /HiraKakuPro-W3
    /HiraKakuPro-W6
    /HiraKakuStd-W8
    /HiraMaruPro-W4
    /HiraMinPro-W3
    /HiraMinPro-W6
    /Jun101Pro-Light
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /RyuminPro-Light
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


